
第８回（２００９年度）年次研究大会・総会のご案内 

 

プログラム早見表 （１０月１４日更新、PDF） 

本案内・詳細版プログラム（１０月２７日更新、PDF） 

 

第８回（２００９年度）年次研究大会・総会を以下のように開催いたします。会員の皆さ

まにおかれましては、積極的なご参加をお願い申し上げます。  

 

 会期   ２００９年１１月１４日（土)、１５日（日） 

 会場   早稲田大学早稲田キャンパス 

○ １４日： １号館（４階受付・会場）、大隈記念講堂小講堂 

○ １５日： １４号館（４階受付、４・５階会場；出入口は２階） 

 懇親会  同キャンパス内・大隈ガーデンハウス 

 主催校  早稲田大学 

  

※ 会場への交通案内は、「８．会場までの案内」をご参照ください。 

※ 新型インフルエンザの流行に伴い、開催状況が変わる恐れがあります。その

際にはウェブページなどで告知しますので、十分にご注意ください。 

※ １５日の会場（１４号館）１階は別団体の資格試験に使われます。２階にも

出入り口があるので、大会に参加される方はそちらをご利用ください。 

※ 連絡先等は、「６．お問い合わせ先」をご参照ください。 

 

1. プログラム 

次の３つをご参照ください（座長は大会ホームページ上で当日までに発表）。大会参加

者には当日、受付にて予稿集をお渡しします。 

 プログラム早見表（１０月１４日現在。PDF） 

 第８回年次研究大会・総会の案内と詳細版プログラム （１０月２７日更新、PDF） 

ニューズレター同封版に対する正誤表： 

I. 詳細版プログラムの１１月１５日午前の１５E１において、 

誤）１５E１ ９：００～１０：３０ E 会場 

正）１５E１ ９：００～１２：１０ E 会場 

II. プログラム早見表、詳細版プログラムの１１月１４日午後において 

誤）垣内賢信（よしのぶ）記念賞 

正）柿内賢信（よしのぶ）記念賞 

 オンライン予稿集（１０月２７日公開） 

※ アクセスに必要な ID とパスワードについて、会員へはニューズレターで、



非会員参加者へは大会受付でお知らせします。 

 

2. 参加申し込み 

参加費には予稿集代が含まれます。ワークショップに登壇する非会員のみ、参加費は

無料です。これはワークショップに広い議論を取り入れるためです。 

 

(ア) 事前申し込み（１０月３０日締め切り） 

下記の参加費・懇親会費を、２００９年１０月３０日（金）までにお振り込みく

ださい（入金日がこの日まで有効）。「当日申し込み」よりお得な「事前登録割引」

が適用されます。振込方法については（エ）をご参照ください。１０月３０日を

過ぎると入金の事務処理ができなくなりますので、その際には当日申し込みをお

願いします。なお、振込の控えをもって領収書と受付証に代えさせて頂きますの

で、会場に振込の控えをご持参ください。 

 

 参加費 懇親会費 

正会員・機関会員・購読会員 ４５００円 ５０００円 

学生会員 ３０００円 ３０００円 

非会員 ５５００円 ５０００円 

非会員学生 ４５００円 ４０００円 

非会員ワークショップ登壇者 ０円 ５０００円 

非会員学生ワークショップ登壇者 ０円 ４０００円 

 

(イ) 当日申し込み 

会場受付にて、下記の参加費・懇親会費をお支払いください。 

 

 参加費 懇親会費 

正会員・機関会員・購読会員 ６０００円 ６０００円 

学生会員 ４０００円 ４０００円 

非会員 ７０００円 ６０００円 

非会員学生 ６０００円 ５０００円 

非会員ワークショップ登壇者 ０円 ６０００円 

非会員学生ワークショップ登壇者 ０円 ５０００円 

 

(ウ) 予稿集のみの申し込み（会員のみ） 

年次大会・総会に参加されない会員で予稿集の送付をご希望の方は、２００９年

１０月３０日（金）までに代金３０００円（送料込み）をお振り込みください。



振込方法については（エ）をご参照ください。大会終了後に振込票に記載された

連絡先へお送りします。 

 

(エ) 振込方法 

会員の方は、学会事務局が１０月中旬までにお届けする郵便振込票をご利用くだ

さい。非会員の方は、郵便局にある青色の郵便振込票をお使いください。いずれ

の場合も、振込票には氏名と連絡先に加えて、振込金の内訳を通信欄にご記入く

ださい。 

 

振込先：  

郵便振替口座（第８回年次研究大会・総会専用） 

口座番号 ００１６０－３－３７７５７３ 

加入者名 科学技術社会論学会年次大会事務局 

 

3. 発表者の方へのお願い 

 一般研究発表は、一人あたり３０分（発表２０分、討論１０分）です。ワークショ

ップ、オーガナイズド・セッションについては、代表者の方に運営を一任いたしま

す。 

 発表には、OHP およびコンピューターによる Power Point の使用が可能です。OHP

を利用される方は１０月３０日（金）までに下記大会事務局へご連絡ください。Power 

Point は Windows 版 Power Point 2003 でスライドショーができるようにご準備くだ

さい。Mac 版で作成される場合は、Windows 版でも動作することを事前に確認される

ようお願いします。Windows 版であっても Power Point 2007 の形式で作成したファ

イルは動作しませんので、必ず 2003 の形式でファイルを保存してください。 

 接続の際のトラブルを避けるために、コンピューターは大会事務局が用意したもの

をご利用いただきます。ファイルは USB メモリーでご持参になり、セッションの開

始前までに、発表会場に設置されたコンピューターに各自で事前にインストールを

お願いします。ご不明の点は下記大会事務局にお問い合わせください。 

 

4. 宿泊および昼食 

大会事務局はこれらの手配を行いません。会場周辺には宿泊施設、コンビニ、レスト

ラン等がございますので、各自でご利用ください。 

 

5. 保育について 

年次研究大会・総会の際にお子様の保育をご希望になる方は、１０月中旬までのでき

るだけ早い時期に下記大会事務局へご相談ください。人数に応じた何らかの対応を検



討中です。 

 

6. 年次研究大会・総会 お問い合わせ先 

〒１６９－８０５０ 東京都新宿区西早稲田１－６－１ 

早稲田大学大学院政治学研究科ジャーナリズムコース 瀬川至朗気付 

科学技術社会論学会第８回年次研究大会事務局 

E-mail  jssts2009[ at ]list.waseda.jp ([ at ]を＠に変えて下さい) 

Fax     03-3204-8957 (「科学技術社会論学会大会事務局宛」と明記) 

 

7. MAJESTy 国際シンポジウムのご案内 

１１月１３日（金）に、早稲田大学政治学研究科科学技術ジャーナリスト養成プログ

ラム（MAJESTy）は下記の国際シンポジウムを開きます。年次研究大会の前日より会

場近辺へ来られる方はぜひご参加ください（別途、参加申込が必要です）。シンポジウ

ムの詳細と参加申込については、次のサイトをご参照ください： 

http://www.waseda-majesty.jp/events/ 

 

 題目 「メディアの地殻変動とジャーナリズムの将来 

～世界の科学技術ジャーナリスト養成の現場から～」 

 日時  ２００９年１１月１３日（金）１３：３０～１７：３０（予定） 

 場所  早稲田大学早稲田キャンパス 小野梓記念講堂 

 通訳  英日同時通訳付き 

 参加  ウェブからの事前申込制 

 

8. 会場までのご案内 

会場である早稲田キャンパスは、地下鉄東西線早稲田駅より徒歩５分です。それを含

めて、会場までの主な交通手段とキャンパス内の案内を以下に掲載します。詳細は次

のサイトでも参照できます：http://www.waseda.jp/jp/campus/waseda.html 

 

 JR 山手線・西武新宿線・地下鉄東京メトロ東西線 高田馬場駅 

（徒歩２０分、バス早大正門行１０分） 

 地下鉄東京メトロ副都心線 西早稲田駅（徒歩１７分） 

 地下鉄東京メトロ東西線 早稲田駅（徒歩５分） 

 都電荒川線 早稲田駅 （徒歩５分） 

 JR 新宿駅西口 （バス早稲田行２５分） 

 上野広小路 （バス小滝橋車庫行３０分、早稲田下車） 

 



 

 

 

 

 

１５日会場（１４号館） 

２階出入り口をご利用下さい。 

１階は別団体が資格試験に使うため、 

お静かにお願いいたします。 

１４日会場

（１号館） 

１４日会場 

（大隈記念講堂）

懇親会会場 

（大隈ガーデン 

ハウス） 


